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平成 27 年３月期第２四半期累計期間の業績予想値と実績値との差異に関するお知らせ 

 

平成26年４月25日に公表した平成27年３月期第２四半期累計期間（平成26年４月１日～平成26年９

月30日）の業績予想値と本日公表の実績値について、差異が生じましたので下記のとおりお知らせい

たします。 

記 

 

１．平成 27 年３月期第２四半期累計期間における業績予想値と実績値との差異 

 売上高 営業利益 経常利益
四半期 
純利益 

 １ 株 当 た り
四半期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭

前 回 発 表 予 想 （Ａ） 6,890 530 530 310 45 20

今 回 公 表 の 実 績 値 （Ｂ） 6,685 371 375 227 33 24

増 減 額 （Ｂ－Ａ） △204 △158 △154 △82 －

増 減 率 （％） △3.0 △29.9 △29.1 △26.5 －

（ご参考）前年同期実績 

（平成26年３月期第２四半期累計期間） 
6,798 526 532 329 48 00

 

２．差異の理由 

当社事業の主力領域の一つである基盤技術関連は堅調に推移いたしました。一方、産業分野に

おける大型案件の反動減、金融分野における統合案件が一巡したことを受け、当該案件を補うべ

く受注活動に注力しましたが、一部の案件で開始の遅延や規模の縮小がみられたこと、及び、中

長期的な成長を踏まえて戦略案件及び新たな事業開発への取り組みを行ったこと等の影響から、

売上高及び各利益項目につきまして期初公表の予想を下回る結果となりました。 

なお、このような上半期の実績を踏まえ、既に営業活動の強化及び経営資源の再配置等を通じ

た差異解消・収益改善の施策に全社を挙げて取り組んでおり、平成 26 年４月 25 日発表の通期業

績予想は据え置くものといたします。 

 

※業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき算出したものであり、実際の業績は今後の様々な要因によって

予想値と異なる場合があります。 

 

以  上 


